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豊岡・新温泉・朝来農業改良普及センター

発生率
発生
ほ場数

調査
ほ場数

調査日

1.2%1826/23～6/26

6.3%4637/1～7/2

9.2%101097/9

25.6%311217/16

23.8%20847/23

9.3%7757/30

4.2%3718/5～8/6

16.3%7438/12～8/13

12.8%83648計
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加西農業改良普及センター
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

各品種の出穂期前後からイネカメを確認。早生ほど発生数が多く、次第に発生数は少なくなる傾向



周辺部の発生が多く中央部は少ないほ場もあるが、多発ほ場では周辺部・中央部にかかわらず発生



チアメトキサム・ピロキロン粒剤 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ8.0% 他いもち病
テトラニリプロール・ピメトロジン・イソチアニル・ペンフルフェン粒剤
 ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ1.5% ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ3.0% 他いもち病、紋枯病等

防除
6/5

防除
5/14

防除
7/29

防除
7/29

防除
8/16

光都農業改良普及センター

無処理ほ場にイネカメム
シが多発したためフルピ
リミン水和剤（0.8L/10a、
８倍）を散布



結果
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出穂６日後（8/14）出穂期（8/8）出穂14日前（7/25）

ウンカ類
他

その他
カメムシ
類

イネ
カメムシ

ウンカ類
他

その他
カメムシ
類

イネ
カメムシ

その他
カメムシ
類

イネ
カメムシ

1282162110試験区

122160010慣行区

出穂13日後（8/14）出穂７日後（8/8）

2479191017－－無施用区
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神戸農業改良普及センター
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調査日
出穂期出穂始移植月日

ほ場名
品種名

8月18日8月8日7月30日7月11日7月4日調査ほ場・試験内容
0.85.6 2.4 8.0 08月5日頃7月30日6月2日木津704（6/2植）ドローン２回コシヒカリ
0.83.2 4.0 12.0 08月5日頃7月30日6月4日木津706（6/4植）ドローン２回キヌヒカリ

000008月5日頃7月30日6月2日木津709（6/2植）ドローン２回コシヒカリ
0009.3 07月25日頃5月25日木津564（5/25植）ドローン１回＋粒剤２回コノホシ

0.81.60008月5日頃7月30日5月31日木津780（5/31植）ドローン１回＋粒剤１回コシヒカリ
000008月5日頃7月30日5月31日木津781（5/31植）ドローン１回＋粒剤１回コシヒカリ

頭数（頭/40回振り）

本田防除３本田防除２本田防除１箱処理剤ほ場名
品種名

散布日薬剤名散布日薬剤名散布日薬剤名散布日薬剤名調査ほ場・試験内容

8月9日
ジノテフ
ラン液剤
（ドロー

ン）

8月1日
ジノテフ
ラン液剤
（ドロー

ン）

6月2日フルピリミン・プロベナゾール粒剤木津704（6/2植）ドローン２回コシヒカリ
6月4日フルピリミン・プロベナゾール粒剤木津706（6/4植）ドローン２回キヌヒカリ
6月2日フルピリミン・プロベナゾール粒剤木津709（6/2植）ドローン２回コシヒカリ

8月10日
ジノテフ
ラン剤

７月下旬ジノテフラン剤5月25日フルピリミン・プロベナゾール粒剤木津564（5/25植）ドローン１回
＋粒剤２回コノホシ

8月5日
5月31日フルピリミン・プロベナゾール粒剤木津780（5/31植）ドローン１回

＋粒剤１回コシヒカリ

5月31日チアメトキサム・ピロキロン粒剤木津781（5/31植）ドローン１回
＋粒剤１回コシヒカリ
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7月4日 7月11日 7月30日 8月8日 8月18日

すくい取り調査におけるイネカメムシ頭数の推移（頭／４０回振り）

木津704（6/2植）ドローン２回（コシヒカリ）
木津706（6/4植）ドローン２回（キヌヒカリ）
木津709（6/2植）ドローン２回（コシヒカリ）
木津564（5/25植）ドローン１回＋粒剤２回（コノホシ）
木津780（5/31植）ドローン１回＋粒剤１回
木津781（5/31植）ドローン１回＋粒剤１回

防除
8/1

防除
8/9

防除
8/5



●不稔穂の発生調査結果
９月３日に実証区２ほ場（①、➁）、対照区２ほ場（⑤、⑥）について各ほ場300株の不稔穂の発生本数を調査。
結果は全て０本であった。

●玄米品質調査結果（①、➁）
９月24日に玄米品質を調査。等級は①３等（格付け理由：基部未熟、茶米）、
➁２等（格付け理由：背白、茶米）
カメムシ類による斑点米の被害は少なかった。

8月8日 8月22日 9月10日

木津650ドローン２回防除 0 0 0

木津667ドローン２回防除 0 0 0

木津701ドローン２回防除 0 0 1.3

木津357ドローン１回＋粒剤１回 0 0 2.7

木津550ドローン１回＋粒剤１回 0 0 2.7

木津551ドローン１回＋粒剤１回 0 0 0

調査ほ場・防除内容
調査日

●不稔穂の発生調査結果
10月２日に実証区２ほ場（木津650、701）、対照区２ほ場（木津357、550）について各ほ場100株の不稔穂の発生本数を調査。
結果は全て０本であった。

酒米（山田錦）関係（実証ほ３筆：木津650,667,701、対照ほ３筆：木津357,550,551）→ 発生頭数は少なく推移した。
頭数（頭/40回振り）

➁キヌヒカリ玄米
（２等、背白、茶米）



 多くの地域で、出穂前からのイネカメムシ発生調査に加え、防除体系の見直しがされた。
→全体的には、イネカメムシのＲ６年度の被害に比べ、Ｒ７の発生・被害とも抑制。関係機関の連携

 各地域で出穂の早い品種においてイネカメムシの初発を確認。
 Ｒ６年度に多発したほ場は、Ｒ７年度も多発の傾向。
→出穂の早いほ場、前年度の多発ほ場での発生調査を優先に。

出穂前～傾穂期にイネカメムシ発生を確認･････必要に応じて防除を実施。
→前年多発ほ場では麦・大豆などへの作物転換も一つの手段。

 水稲品種の早晩性ごと集団的に栽培している地域は、適期の一斉防除が効果的。
混在している地域は早生・中生・晩生への移動によりイネカメムシの発生が⾧引く可能性。

 カメムシ類に適用のある箱処理剤は、早生品種において一定の効果の可能性。
品種の早晩性による違いなどさらなる検討が必要


